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株式会社 草川精機

目的、取組のきっかけ

◆製品リードタイムの短期化
当社は産業機械用部品の切削加工、とりわけ半導体や液

晶装置、医療機器用部品など高精度・高品質が要求される
加工を得意としています。

近年、特にPET装置など医療機器については、熾烈な
開発競争の中で頻繁な仕様変更やモデルチェンジが繰り返
され、リードタイムが短期化する傾向にあります。

これらの要求に応えるためには、多品種少量、短納期化
に向けたさらなる安定供給体制を構築する必要が生じてき
ました。

◆情報管理体制の不備
しかしながら、当社は従来から各部門単位でIT化を進

めていたものの、それぞれの部門がデータなどを個別に保
有するにとどまっていました。

全社の情報共有が不十分なことにより、トラブル発生時
や進捗管理に支障が生じ、顧客要求に的確な対応ができな
いという製造工程の課題が浮上しました。

また、部門間で業務の重複や漏れが発生することで生産
効率の悪化を招いたり、生産工数の把握や不良率など原単
位情報が不足しているため、収益確保に向けた適切な原価
管理が行えないなど経営上の課題もありました。

◆情報の一元管理
これらの課題を解決するために、各部門の業務を再構築

して、散逸した生産情報を全社で一元管理するとともに、
データを活用した原価管理のしくみを導入する必要性を強
く認識したことが、今回の基幹系生産管理システム導入の
背景です。

取組内容

◆生産管理システムの選定
　導入前は、自社のしくみを単純にシステムに置き換える発
想で設計していたため、業務改善が進んでいませんでした。
　その反省を踏まえ、さまざまな企業のノウハウを反映
し、多品種少量生産事業に特化した外販システムが適切と
判断しました。
　その中から、

①計算ソフトからのデータ取
り込みが直接可能なこと

②バーコードを活用すること
で、材料受け入れ、在庫ト
レース、進捗管理などが可
能で、全体の生産状況が適
切に把握できること

　などが決め手となり、株式会
社テクノアのTECHS-BK導入
を決定しました。

◆導入プロジェクトの始動
　システムを稼働させるために、
生産管理・製造・業務・総務経理
の選抜メンバーによるプロジェク
トチームが結成されました。
　当初は、自部門だけの利益を意識した意見も皆無ではあ
りませんでしたが、今この改革をしないと将来もっと苦し
くなる、未来志向で取り組むべき、という認識をチームで
共有することで乗り切ることができました。
　プロジェクトチームが取り組んだテーマは次のようなも
のです。

①業務内容の抜本的見直し
　　現状の各部門の業務内容をたな卸しし、業務の重複

や漏れを明確にしたうえで、統廃合と手順を見直しま
した。

　　さらに、システム入力項目や効率を意識しながら、

帳票類を全面的に刷新
しました。

②原価管理の実施
　　これまで実施できて

いなかった原価管理の
しくみを新たに構築す
るため、必要なデータ項目を整理するとともに、作業
工数や工程内不良率などの目標を設定しました。

③従業員教育の実施
　　システム運用及び操作を習得するため、システム会

社が実施する教育プログラムに参加した従業員が、社
内で他の従業員を教育するしくみを構築しました。

成果と今後の展開

◆原価の見える化
　システム導入により、原
価 管 理 の し く み が 構 築 さ
れ、製品別の原価まで明確
にわかるようになりました。
これにより正確な見積りを
出せるようになったことは
もちろん、生産現場の作り込み段階などにおけるコスト上
の問題点も、感覚ではなく、データという共通言語を基礎
として解決していく習慣が根付きました。

◆生産工程の改善
　システムにはさまざまな機能が備わっており、これらを
活用することで、生産工程の改善が可能になりました。

「不良分析グラフ機能」では、不良の発生状況を製品別・
工程別に詳細に知ることができます。
品質会議でこの機能を活用した要因分析を行い、迅速な対
策を講じることができるようになりました。
　また、「工程負荷問合せ機能」により、リアルタイムで
各工程の業務負荷がわかるため、状況に応じた作業指示を

行い、生産効率が向上しました。
　この機能活用により、余力のある場合は外注を内製化す
るなど、柔軟な生産体制構築が可能となり、コストダウン
効果を得ることができました。
　さらには「作業実績問合せ機能」で進捗状況がモニタリ
ング可能なため、計画との乖離時にタイムリーな対策を実
施できます。

◆企業風土の一新
　従来は会議を開催しても建設的な意見が出にくい状況で
したが、データに基づく冷静な議論ができるようになる
と、徐々に会議が活性化し始めました。
　また、システム導入により全社的なしくみが見えたこと
で、一人ひとり会社利益を考えた行動が意識できるように
なり、企業風土が一新しました。
　現在も、「ものづくりは、人づくり、しくみづくりから」
を念頭に、毎月の社員研修とシステムのブラッシュアップ
を継続しています。

◆さらなる事業拡大に向けて
　システム導入の結果、納期を１４日から１０日に短縮す
るなどの大きな効果を上げ、お客様との関係強化につなが
りました。
　今後、さらに小型化・高度化が進むと同時に、低コス
ト・短納期・安定供給という要件が求められることになる
ため、本システムの重要性はますます高まるものと予想さ
れます。
　次のステップとして、システム化により蓄積されたあら
ゆるデータを最大限に活用して経営戦略を構築しつつ、総
合的な生産能力
向上に向けて着
実に進んでいき
たいと考えてい
ます。

企業概要
1962年京都市下京区梅小路での

創業当初から、金属切削加工を主体
として事業を展開してきました。
　2002年にISO9001を取得するな
ど、「全数良品主義」を掲げ、徹底し
た品質管理に基づく高信頼性加工部品を作り続けています。

主要製品
医療機器部品、半導体・液晶製造装置部品、通信機器部品、
ロボット関連部品、多角形真空チャンバー、産業機械部品など

主要取引先
医療機器製造会社、半導体・液晶装置製造会社、薬品製造装
置製造会社　など

主な保有設備
五面加工機MVR　１機
門型マシニングセンター VP2200　1機
門型マシニングセンター FX10G　２機
立型マシニングセンター FVJ5　Face35/80　１機
Mastercam　３台

医療機器用精密部品の短納期化に向けた生産体制強化計画
本事業で、これまでの医療機器部品製造において更なる高度化に対応するため、生産体制の情報が一元管理可能な生産管

理システムを導入し、品質レベルの底上げと先端技術分野での製品安定供給の実現をめざし、新たな生産体制を構築する。
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